












































































































































































































































































by Objectives and Self-control"の訳語であり、呂標と自己統制によるマネジメントを意味するも
のである。目標を管理するのではなく、目標設定という行為を通して自己の成長を密りながら同時
に、組織の問題解決に取り組むことを主眼とするものである。そこには、本研究で ljスト化された
教師のアンピバランスにあるような個人としての考えと学校組織としての考えの間に生ずるアンビ
バランス状態を発生させる可能性があると向時に、組織目標への主体的な参加・参画を通した自己
の存在価値の確認が図られるのではないという可能性も有しているのではないかと考えられる。こ
の点について、「筆者なりの見方を提示する第一歩になったのではないかと思うJ(249頁)との指摘
もあるので、是非見解を示してもらいたいと思う。
以上、読み込みが不十分で的外れな書評となったことをお詫びするとともに、結果的には、感想
レベルでのコメントや無いものねだり的なコメントに終始してしまった。このことは、本書が、事
実確認、実態理解において貴重であるだけでなく、研究感心を触発する契機をも豊かに内包してい
ることを裏付けるものである。矢継ぎ早に実施されつつある学校経営改革、教員制度改革のなかで、
「教師が『元気に』学校経営に取り組めるような、環境づくりのための議論J(249頁)を促す上で
の貴重な研究成果であることは疑いない。
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